
必
ず
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
の
締
め
切
り
は
３

月
１
４
日
で
す
。
用
意
す

る
も
の
は
先
月
郵
送
し
た

「
自
主
計
算
書
」
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
平
日
夜
間
も
】

日
曜
日
の
相
談
会
や
平

日
五
時
ま
で
事
務
所
に
来

ら
れ
な
い
人
は
、
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
平
日
夕
方

以
降
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。

【
組
合
費
】

申
告
相
談
は
組
合
費

完
納
が
条
件
で
す
。

【
早
め
の
申
告
を
】

３
月
に
入
る
と
連
日

混
み
ま
す
。
早
め
の
相

談
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
家
族
の
収
入
】

奥
さ
ん
の
収
入
は
下

一
桁
ま
で
正
確
に
調
べ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
同

居
の
子
ど
も
（
バ
イ
ト

等
）
の
収
入
。
国
民
健

康
保
険
税
納
入
金
額
も
。

【
控
除
証
明
書
】

国
民
年
金
、
生
命
保

険
や
地
震
保
険
な
ど
の

控
除
証
明
書
は
申
告
書
に

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
紛
失
し
た
人
は
再

発
行
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
税
務
署
か
ら
の
「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
】

税
務
署
か
ら
小
さ
な

封
筒
か
ハ
ガ
キ
で
送
ら

れ
て
く
る
「
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ
」
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
書
】

申
告
書
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
場
合
は
そ
の
申

告
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
昨
年
の
申
告
書

の
控
え
が
あ
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
は
明
細
を
】

医
療
費
控
除
を
受
け

る
に
は
、
領
収
書
で
は

な
く
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
細
に
は
家
族(

氏
名
ご

と)

に
「
病
院
・
薬
局
」

「
支
払
額
」
「
補
填
額
」

な
ど
を
記
入
し
ま
す
。

生
活
費
を
負
担
し
て

い
る
親
族
の
も
の
で
あ

れ
ば
一
緒
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
対
象
で
す
。

介
護
費
用
、
市
販
薬
も

対
象
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

領
収
書
は
５
年
間
の

保
存
義
務
が
あ
り
ま
す

【
年
金
受
給
者
の
人
は
】

年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
天
引
き
さ
れ

て
い
る
社
会
保
険
料
や
税

金
も
確
認
し
ま
す
。

◎
組
合
費
前
納
割
引

●
減
額
内
容

◎
一
年
分
前
納
者
は
組
合

費
一
か
月
分
を
減
額

◎
半
年
分
前
納
者
は
組
合

費
二
千
円
を
減
額

●
減
額
対
象

２
０
２
３
年
３
月
末
ま

で
に
納
め
る
２
０
２
３
年

１
月
分
以
降
の
組
合
費
。

(

組
合
費
月
額
四
千
円
の

組
合
員
の
み)

２０２３年１月２５日 Ｎｏ２５４

◎
税
務
署
は
申
告
書(

大
き
な
封
筒)

は
郵
送
し
ま
せ
ん
。
申
告
書
は
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
申
告
し
た
人
に
は
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」(

小
さ
な
封
筒
か
ハ
ガ
キ)

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
相
談
時
に
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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◎足利市、小山市の補助金申請は1月31日まで。下野市は2月28日までです。

確
定
申
告
相
談
と
合
わ

せ
て
組
合
員
紹
介
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
だ
組
合
に
入
っ
て
い

な
い
ダ
ン
プ
・
運
輸
・
建

設
等
の
知
人
を
組

合
に
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

昨
年
か
ら
軽
貨

物
個
人
事
業
主
の

組
合
加
入
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

対
象
者
の
自
宅
、

職
場
を
訪
問
し
て

詳
し
い
説
明
を
す

る
こ
と
も
可
能
で

す
。ご

協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

『
労
災
保
険
加

入
の
取
り
組
み
』

労
災
保
険(

一
人
親
方)

は
四
月
か
ら
新
年
度
で
す
。

年
々
労
災
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

組
合
員
が
労
災
保
険
に
加

入
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

『
二
月
～
三
月
は
新

規
、
継
続
加
入

月
間
で
す
』

今
月
の
機
関
紙
に

同
封
し
て
い
る
労

災
保
険
の
チ
ラ
シ

を
ご
一
読
い
た
だ

き
組
合
事
務
所
ま

で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
も
感
染
対
策
を
継
続
し
、
１
月
か
ら
確

定
申
告
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
「
日
曜
出
張
相
談
会
」
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

日
曜
日
公
民
館
等
で
行
っ
て
き
た
相
談
会
は

組
合
事
務
所
で
予
約
制
に
よ
り
行
い
ま
す
。

②
来
所
の
際
は
、
検
温
、
マ
ス
ク
、
消
毒
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
。

③
組
合
職
員
は
日
常
生
活
に
お
い
て
も
感
染
防

止
に
努
め
、
期
間
中
は
抗
原
検
査
等
を
行
い

ま
す
。
職
員
に
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
、
予

約
の
変
更
等
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

佐
野
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対

策
と
し
て
、
市
内
の
法
人
、
個
人

事
業
者
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
要
件
】

佐
野
市
内
で
事
業
を
営
ん
で

お
り
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
。

【
支
給
金
額
】

法
人
一
律
１
０
万
円

個
人
一
律
５
万
円

【
申
請
期
間
】

令
和
５
年
２
月
２
８
日
ま
で
。

☆

☆

☆

☆

◎
組
合
で
申
請
代
行
し
ま
す
。

希
望
者
は

①
令
和
３
年
分
確
定
申
告
書
の

控
え(
要
税
務
署
受
付
印)

。

②
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳

③
認
印

を
用
意
し
て
組
合
ま
で
☎
を
。

佐野市役所３階で直接申請もできます。

◎インボイス相談も行ないます。



(

株)

フ
コ
ッ
ク
ス
は
住

友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
セ
メ

ン
ト
輸
送
を
主
力
と
す
る

運
送
会
社
で
す
。

山
尾
さ
ん
は
作
業
職
と

し
て
１
２
年
近
く
セ
メ
ン

ト
の
フ
レ
コ
ン
詰
め
作
業

や
倉
庫
管
理
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
酷
暑
極

寒
の
な
か
粉
じ
ん
に
ま
み

れ
る
厳
し
い
職
場
で
す
。

山
尾
さ
ん
は
発
注
方
法

や
積
込
時
間
の
調
整
な
ど
、

具
体
的
な
提
案
を
行
い
作

業
の
効
率
化
、
事
故
防
止

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

「
前
は
機
械
の
構
造
を
知
っ

て
る
人
が
い
な
か
っ
た
。

自
分
で
メ
ン
テ
ま
で
や
っ

て
覚
え
て
き
ま
し
た
。
騒

音
、
粉
じ
ん
対
策
も
不
十

分
で
し
た
が
、
少
し
づ
つ

改
善
さ
せ
て
き
ま
し
た
」

「
少
な
い
人
数
で
会
社
に

貢
献
し
て
い
る
の
に
賃
金

が
安
す
ぎ
て
人
が
定
着
し

な
い
の
が
最
大
の
課
題
で

す
。
常
に
人
手
不
足
の
状

態
で
す
」
。

昔
か
ら
フ
コ
ッ
ク
ス
に

は
、
事
務
職
、
運
転
職
、

作
業
職
の
順
で
社
内
身
分

制
度
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
残
業
や
休
日
出
勤
し

な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
要
求
し

た
い
。
危
険
手
当
も
必
要

で
す
」
。

昨
年
末
、
派
遣
か
ら
正

社
員
に
な
っ
た
菊
沢
さ
ん

(

３
３
歳)

を
組
合
に
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
「
若
い
人
が
安
心
し

て
長
く
働
け
る
職
場
に
し

た
い
」

山
尾
さ
ん
の
奮
闘
は
続

き
ま
す
。

昨
年
１
２
月
、
組
合
員

８
人
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

組
合
立
看
板
を
各
地
に
設

置
し
ま
し
た
。

設
置
し
た
翌
日
、
栃
木

市
バ
イ
パ
ス
近
く
の
看
板

を
見
た
と
い
う
小
野
里
さ

ん(

小
山
市)

。
昨
年
か
ら

代
車(

ダ
ン
プ)

に
な
り
申

告
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た

と
こ
ろ
設
置
し
た
ば
か
り

の
看
板
を
偶
然
発
見
、
慌

て
て
電
話
番
号
を
メ
モ
し

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
今
年
に
入
り

組
合
員
の
紹
介
に
よ
り
５

名
の
新
加
入
者
を
迎
え
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

２０２３年１月２５日 Ｎo２５４
◎

◎社会保障の拡充よりも米国軍需産業の利益拡充に国民の税金を使う政権を「売国奴」と呼ばずしてなんと呼ぶか・・・ 「バイデン奴」！

昨
年
岸
田
政
権
が
閣
議

決
定
し
た
安
全
保
障
に
関

す
る
３
文
書
。
国
会
で
の

議
論
も
な
い
ま
ま
「
安
全

保
障
政
策
の
大
転
換
」
を

決
定
し
ま
し
た
。

国
民
を
戦
争
に
巻
き
込

む
暴
挙
に
強
い
批
判
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

☆

☆

☆

安
保
３
文
書
で
は
「
日

米
同
盟
の
強
化
」
が
強
調

さ
れ
、
米
国
の
国
益
を
守

る
戦
争
に
日
本
が
一
体
と

な
っ
て
協
力
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
敵
基
地
攻

撃
能
力(

「
反
撃
能
力
」)

の
保
有
で
す
。

岸
田
首
相
は
「
相
手
が

攻
撃
に
着
手
し
た
と
き
初

め
て
行
使
す
る
」
と
説
明

し
ま
す
。
そ
の
相
手
と
は

米
国
が
「
唯
一
の
競
争
相

手
」
と
位
置
付
け
る
中
国

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
米
国
の
最
新
の

軍
事
衛
星
を
も
っ
て
し
て

も
中
国
の
「
攻
撃
の
着
手
」

な
ど
確
認
で
き
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
「
攻
撃
」

は
中
国
に
「
反
撃
」
の
口

実
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
米
国
の
軍
事
基
地

は
沖
縄
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
「
台
湾
有
事
」

に
米
国
が
介
入
し
た
場
合
、

遠
い
ハ
ワ
イ
や
グ
ア
ム
の

基
地
よ
り
も
前
線
と
な
る

沖
縄
の
基
地
が
攻
撃
さ
れ
、

多
く
の
国
民
が
犠
牲
に
な

る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
太
平
洋
戦
争
末
期
と

同
様
、
沖
縄
が
本
土
防
衛

の
「
捨
て
石
」
と
さ
れ
る

リ
ス
ク
を
国
民
全
体
で
ど

う
共
有
し
議
論
す
る
か
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
私
た

ち
自
身
だ
と
思
い
ま
す
。

岸
田
政
権
の
も
う
ひ
と

つ
の
「
大
転
換
暴
挙
」
、

原
発
の
新
増
設
、
運
転
期

間
延
長
に
つ
い
て
組
合
は

今
月
、
内
閣
官
房
等
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
提

出
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

☆

☆

☆

◎
「
原
子
力
へ
の
依
存
を

可
能
な
限
り
低
減
」
と
し

て
き
た
従
来
の
政
策
か
ら

原
発
推
進
に
転
換
す
る
こ

と
に
断
固
反
対
す
る
。

◎
国
民
的
な
議
論
が
必
要

な
問
題
を
経
産
省
の
原
発

推
進
派
が
多
数
を
占
め
る

審
議
会
で
決
め
る
の
は
国

民
主
権
を
定
め
た
憲
法
に

違
反
す
る
。

◎
福
島
原
発
事
故
の
被
害

は
進
行
形
で
あ
り
、
廃
炉

作
業
は
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
状
況
。
原
発
推

進
は
福
島
事
故
の
教
訓
を

蔑
ろ
に
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

◎
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
巨
大

地
震
の
リ
ス
ク
は
高
ま
っ

て
お
り
、
再
エ
ネ
シ
フ
ト

こ
そ
日
本
が
め
ざ
す
べ
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
あ
る
。

組
合
で
は
い
ま
、
す
べ
て
の
職
場
で
組
合
員
を
増

や
す
取
り
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。

フ
コ
ッ
ク
ス
分
会
の
山
尾
雅
弘
さ
ん
は
長
年
静
和

営
業
所
唯
一
の
組
合
員
で
し
た
。
し
か
し
最
も
現
場

を
知
る
労
働
者
と
し
て
様
々
な
職
場
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
末
、
３
３
歳
の
青
年

を
組
合
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新加入組合員の菊沢さん(左)と職場改革に取り組む山尾さん

「立てば売国、歩けば無能、しゃべる姿はまるでバカ」

しかし、この政権を選んだのは国民(有権者)なのだ。


